
RECentral:ユーザーマニュアル 更新日:2023.06.30 

                       目次                                    

第1章 『RECentral』を始める前に 
1-1 動作環境・仕様について 

1-2 『RECentral』のインストール 

第２章 メインメニュー、録画/配信ウィンドウの見方 

2-1 メインメニューの見方 
機能切り替え方法 / キャプチャーモードの説明（シングル & マルチモードについて） 

2-2 録画/配信ウィンドウの見方 

第３章 キャプチャーモード:①シングルモード（Single）の使い方 
3-1 メインメニューの見方 
【録画】 
3-2 録画の手順 

キャプチャーデバイスの選択/設定・録画の設定・サウンド設定 
【配信】 
3-3 ライブ配信の手順 

ライブ配信のアカウント管理/設定/新規作成手順 
（ニコニコ生放送、Twitch、YouTube Live、Facebook） 

 

第４章 キャプチャーモード:② マルチモード（Multi）の使い方 
4-1 メインメニューの見方 
【録画＆配信】 
4-2 録画・ライブ配信の手順 

4-3 機能紹介:シーン機能＆ソース（PiP機能） 
4-4 シーン機能＆ソースの操作・設定手順 
4-5 ソースの設定（Device、Screen Capture、Video、Image、Text、Web） 

4-6 ライブ編集機能 

第５章 ファイル管理/シェア 

ファイル管理/シェアの見方 

第６章 設定 
6-1. RECentralの設定 
6-2. デバイスの設定 

第７章 その他の情報 
 



             第1章 : 『RECentral』を始める前に             
 

                1-1. 動作環境・仕様について                

・『RECentral（バージョン 4.0.0.47 以降）』の最新アップデート情報はこちら（https:// 

https://www.avermedia.co.jp/product-detail/RECentral_4） でご覧いただけます。 

 

・『RECentral』に対応する各製品（例:AVT-C878など）の製品ページに記載された最新の 

動作環境/仕様/Q&Aをご参照ください。 

https://www.avermedia.co.jp/products/4k-capture 

https://www.avermedia.co.jp/faq/index.html 

 

              1-2. 『RECentral』のインストール                
Step １. 『RECentral』の特設ページ（https://www.avermedia.co.jp/product-

detail/RECentral_4）または、RECentralに対応した各製品ページにアクセスし、最新バージョンの 

『RECentral』 をダウンロードしてください。 
 

Step ２. ダウンロード完了後、アイコンをダブルクリックして、インストーラーを起動します。 
選択画面から「完全（必要な機能をすべてインストールします）」を選び、画面の指示に従って 
インストールを実行します。 
  



       第2章 :メインメニュー、録画 / 配信ウィンドウの見方       
 

         2-1. メインメニューの見方（※マルチモード）        

 

1 機能切り替え 
【録画/ライブ配信】、【ファイル管理/シェア】、【設定】の３つの機能に切り替えて選択し
ます 

2 キャプチャーモード 【シングルモード（Single）】、【マルチモード（Multi）】の２つのモードに切り替えて選択します 

3 
シーン（※マルチモード選

択時） 
シーンを選択/追加/削除します 

4 
ソース（※マルチモード選

択時） 

ソース（キャプチャーデバイス、Webカメラ、PC画面、動画、画像、テキスト、Webページなど）を 

選択/追加/設定/削除します 

5 録画/配信ウィンドウ ソースの映像画面を表示します 

6 録画/ライブ配信 【録画】、【ライブ配信】に切り替えて、録画/配信を実行/設定します 

7 ライブ編集ボタン ライブ編集機能を有効/無効にします（※マルチモードを使用する時） 

8 キャプチャーボタン 
・録画/ライブ配信を開始/停止します 
・ライブ編集を保存します 

・スナップショットを撮ります 

9 ソース音声調整 

・マイク音声の録音音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の録音音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の再生音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 

10 ミキサー ソース・マイクの音声のミキシングを設定します 

11 フルスクリーン表示に切り替えます 

12 CPUとGPUの使用率やソースのFPS値が表示されます 

13 ・録画/配信ウィンドウのオン/オフ 
・ウィンドウをタスクバーに収納または最大化（フルスクリーン表示）します 
・『RECentral』を終了 



【機能切り換え】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 録画/ライブ配信 ・キャプチャーモードの【マルチモード】若しくは【シングルモード】２つのモード に切り替えて選

択して、録画/ライブ配信を設定して行います。 

② 
ファイル管理/ 

シェア 

 

・保存した録画/静止画ファイルを管理します 

・保存した録画/静止画ファイルを動画サイト/SNSに共有します 

③ 
設定 

 

・「表示言語」、「録画の保存先」を設定します 
・ショットカットキーを設定します 
・録画/静止画共有アカウント（Facebook/Twitter/YouTube） を

設定します 
・設定プロファイルをエクスポート/インポートします 
・RECentralについて: 

- ソフトウエアバージョン情報の確認、更新情報をチェックします 
- ソフトに関するご意見、ご感想、ご質問をアバーメディアに 
フィードバックします 

・キャプチャーデバイスを設定します 

④ 
AVerMedia

ボタン ・AVerMediaのホームページが開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 設定 ④ AVerMediaボタン 

 



シングルモード（Single） マルチモード（Multi） 
 

 

 

 

シンプルで安定した録画・配信や、 
快適にPCを使いたい方にオススメ 

PiP機能・複数デバイスなどを利用して 
録画・配信したい方にオススメ 

一度に1つのキャプチャーデバイスのみ 録画・配信画面をカスタマイズする場合、 
を選択して録画・配信します。 マルチモードをおすすめします。ピクチャー・ 

【シングルモード】を使用すれば、 イン・ピクチャー（PiP - 複数のキャプチャー 
（【マルチモード】より）パソコン負荷 デバイス、Webカメラ、PC画面、画像、動画、 

を効果的に節約し、パソコンのパフォーマンス テキスト、Webページなどのソース）、 

を向上することができます。 クロマキー合成など、多機能に対応している 
ので、自分好きなレイアウトを作って 

 配信することができます。 

 また、【マルチモード】を選択する場合は、 

 「ライブ編集機能」を使用することができます。 

 

【キャプチャーモードの説明】 
※シングルモードについて: 
アバーメディア製ハードウェアエンコード対応のキャプチャーデバイス（AVT-C878 PLUS、GC311 な
ど）を使用、ソフトウェアエンコード対応のキャプチャーデバイス（GC551G2、C988など）より、低
スペックのパソコン上でのパフォーマンスが向上し、高フレームレート（FPS）を維持することができま
す。 
 
【マルチモード】を使用した際に、パソコンの動作が重くなり、フレームレート（FPS）が低下している場
合は、【シングルモード】をお試しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



              2-2. 録画 / 配信ウィンドウの見方              

            （※シングル / マルチ 両モード共通）             
 

 
 

① スナップショット（静止画）を撮る 
② 録画/ライブ配信の開始/停止 
③ 音量ミキサーを表示する 
④ フルスクリーン表示に切り替える 
⑤ 録画 / 配信の経過時間（録画/ライブ配信中のみ表示） 

⑥ 録画可能な時間（HDDの空き容量により計算します） 

 

 

 

 

 

 



【録画 / 配信ウィンドウのみ表示する方法】 
 

矢印のアイコンをクリックすると、録画/配信ウィンドウのみを表示します。 
(メインメニューなどのインターフェイスが非常時になります)再度矢印のアイコンをクリックすると、 
メインメニューなどのインターフェイスが表示されます。 
 

 

【フルスクリーン表示に切り替える方法】 
録画/配信ウィンドウをダブルクリックするか、もしくはメインメニューから 
「フルスクリーン表示のオン/オフ」のアイコンをクリックして、フルスクリーン表示に切り替えます。 
 

 



                第3章 : キャプチャ―モード                  

             シングルモード（Single）の使い方               
 

           3-1. メインメニューの見方（シングルモード）         
 

 

1 キャプチャーデバイス キャプチャーデバイスを選択/設定しま 

2 録画/ライブ配信 

・録画:録画品質（解像度/FPS/ビットレートなど）、コーデック 
（ハード/ソフトウエアエンコーダ）などを設定しま 

・ライブ配信:ライブ配信プラットフォームのアカウント、配信品質、コーデックなど 
を設定しま 

3 録画/配信ウィンドウ ソース（キャプチャーデバイス）の映像画面を表示します 

4 録画可能な時間 録画可能な時間（HDDの空き容量により計算します） 

5 キャプチャーボタン 
・録画を開始/停止（保存）します 
・スナップショット（静止画）を撮ります 

6 ソース音声調整 

・マイク音声の録音音量を調整するか、もしくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の録音音量を調整するか、もしくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の再生音量を調整するか、もしくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 

7 ミキサー ソース・マイクの音声のミキシングを設定しま 

8 フルスクリーン表示に切り替えます 

9 CPUとGPUの使用率やソースのFPS値が表示されます。FPS表示により、処理落ちしていないか確認できます。 

10 
・録画/配信ウィンドウのオン/オフ 
・ウィンドウをタスクバーに収納/最大化（フルスクリーン表示）します 
・『RECentral』を終了します 



              3-2. 録画の手順（シングルモード）             
 

  
 

STEP1: シングルモード（Single）を選択 
メインメニューで【録画/ライブ配信】を選びます。録画/ライブ配信のメニュー表示から、 

【シングルモード（Single）】のアイコンを選択します。 
 

 

 

 



STEP2: キャプチャーデバイスの選択/設定 
メインメニューで【録画/ライブ配信】を選びます。録画/ライブ配信のメニュー表示から、 

【シングルモード（Single）】のアイコンを選択します。 

 
接続中のキャプチャーデバイスの一覧から、使用するキャプチャーデバイスを選択します。 
[ペン]のアイコンをクリックすると、キャプチャーデバイスの設定画面が開きます。 

※注意: 
キャプチャーデバイスが正しく接続されてない、もしくはUVC・UAC非対応製品（例:GC550PLUS、GC573、
GC555など）で専用ドライバが正しくインストールされていない場合は、キャプチャーデバイスが『RECentral』に
認識されません。 
 

 

【キャプチャーデバイスの設定】 

※ 注意: 設定可能な項目はキャプチャーデバイスの機種・仕様により異なります。 

ソース（キャプチャーデバイス）を指定/設定します。ここではキャプチャーデバイスの設定例を紹介します。 

 

1 ソースを選択します 

（キャプチャーデバイス） 

ダウンリストから、接続中のキャプチャーデバイスの中から設定を変更したいデバ
イスに切り替えます。 

2 
「再検出」:キャプチャーデバイスの再検出やステータスの更新を実
行します。 

3 映像入力ソース 

（※複数の入力端子を搭載する機種洗濯時のみ表示） 

使用するゲーム機・映像機器から、映像をどの端子で出力している
かを選びます。「HDMI」「コンポーネント」  のいずれかを選びます。 

4 名称 ソースリストに表示される名称を変更することができます。 

設定を行います 
キャプチャーデバイスの 



 
 

1 品質 

（解像度、フレームレート） 

入力されている映像ソース機器（ゲーム機など）の解像度・フレームレート（FPS）が表示されま
す。（※品質を改善する場合は、ソース機器側で解像度の設定を変更してください。） 

2 
ビデオフォーマット 

（※一部の機種を選択する場合    

は、この項目が表示されます。） 

キャプチャーデバイスのビデオフォーマットを「H.264」/「YUY2」、 

「Motion JPEG（MJPEG）」、「NV12」から選択してください。 

3 

カラー 

（※設定可能項目はキャプチャーデバ

イスの機種・仕様により 異なりま

す。） 

キャプチャーデバイスの映像端子（HDMI/コンポーネント）の色設定を変更することがで
きます。設定できる項目は下記です。 

・色範囲:標準（16-235）、拡張（0-255） 

・色調整:輝度、コントラスト、色合い、彩度 

4 

FPS表示により、キャプチャー映像が処理落ちをしてないか確認できます。FPSが「品質」の値を下回っている（低下している）場合
は、以下の操作をお試しください: 
① 起動中のほかのアプリケーション（ゲーム、動画再生ソフト、ブラウザなど）を終了します。 
② 「ビデオフォーマット」を変更します: 

- 「H.264」/「YUY2」を設定している場合: 
「Motion JPEG」もしくは「NV12」を選択してみてください。 

- 「Motion JPEG」もしくは「NV12」を設定している場合: 
「H.264」もしくは「YUY2」を選択してみてください。 

③ （Nvdia GeForceのグラフィックボードを搭載する環境のみ）【NVDIA コントロール パネル】を起動し、 
【3D設定】→【3D設定の管理】→【プログラム設定】の順に選択し、『RECentral』を指定してから 
「高パフォーマンス NVDIA プロセッサ」を設定します。 

④ （Windows）「コントロール パネル」→「システムとセキュリティ」→「電源オプション」の順にクリックし、電源プランを「高パフォーマン
ス」にしてみてください。 

5 
・設定を保存する場合は、「OK」をクリックします。 

・設定を保存しない場合は、「キャンセル」をクリックします。 

 



STEP3: 録画の設定 
【録画】のアイコンを選択します。「録画品質」、「コーデック」、「カテゴリー」などを設定します。 
 

 

【録画品質】 
録画映像の画質を設定します。「最高」、「良い」、「標準」を選択するか、これまでに保存した設
定プロファイルの中から希望の設定を選び、切り替えます。 
「＋」のアイコンをクリックすると、録画品質設定を新規に作成できます。 
設定できる項目については次ページの表を参照してください。設定が完了したら、【保存】を 
クリックして終了します。 
「ペン」のアイコンをクリックすると、作成した設定プロフィルを編集できます。 
「ゴミ箱」のアイコンをクリックすると、選択した設定プロファイルを削除します。 

 

 

 

 

 

 

 



録画品質設定（プロファイル）の新規作成画面 
 

 

【プリセット】 
 

 最高 良い 標準 
映像フォーマット MP4 

映像（解像度） 1920x1080@60p 1280x720@30p 848x480@30p 

映像ビットレート 30 Mbps 12 Mbps 4 Mbps 

音声ビットレート 256 kbps 128 kbps 128 Kbps 
 

【カスタム設定】 
 

カスタム設定 
映像フォーマット MP4 

解像度 

3840x2160、1920x1080、1680x1050、1440x900、 
1360x768、1280x1024、1280x800、1280x768、 
1280x720、1024x768、800x600、848x480、768x480、 

720x576、720x480、640x480、640x360、576x360 

※選択できる解像度は映像ソースの出力解像度/fps およびご利用になるっ

キャプチャーデバイスによって異なります。 

（映像ソースにより、1920x1080を設定できない場合もございます。） 

映像ビットレート 60～0.3 Mbps 



フレームレート 

（fps） 

60、59.94、50、30、29.97、25、24、23.98、20、15 

※選択できるフレームレートは出力解像度により決められます。 

音声ビットレート 256、192、128、96、64、32 kbps 

H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE 

HEVCプロファイル MAIN 

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds 
 

【コーデック】 

1080p/60fpsをキャプチャーする、または【マルチモード】のPiP、『RECentral』  のライブ編集機能を使用

する際、PCのスペックにより、PCに負荷がかかる場合はハードウェアエンコード製品のご使用をおすすめします。 
『RECentral』の【録画/ライブ配信】→【コーデック】でCPU/GPU（グラフィックボード）内蔵のハードウ
ェアエンコーダ（NVIDA、AMD、Intel QSVなど）を使用してください。 
 

※H.264（ソフトウェアエンコーダー）を使用すると、より良い画質でキャプチャーできますが、 
CPU使用率が100%になり、全体にカクカクした状態が発生したり、キャプチャーした映像に音ズレが生じてしまっ
たりする場合があります。そのような場合には、【コーデック】を「NVIDIA」「AMD」もしくは「QSV（※Intel製
CPU をご利用の場合）」に変更することをお勧めいたします。 
 

※お使いのパソコンの構成状況により、ハードウェアエンコーダが表示されない場合もあります。 
 
※NVIDIA GeForce グラフィックボードを搭載する環境で、『RECentral』を実行した際、ソフトの実行速度が

遅い、もしくはCPU使用率が高い場合には、以下の方法をお試しください。 
【NVDIA コントロール パネル】を起動し、【3D設定】→【3D設定の管理】→ 
【プログラム設定】の順に選択し、『RECentral』を指定してから 
「高パフォーマンス NVDIA プロセッサ」を設定すると、CPU負荷を低減し、 

PCのパフォーマンスを向上することができます。 

 

 

 

 

 



【カテゴリー】 

録画するデータのカテゴリーを入力します。保存された録画/静止画ファイルは【ファイル管理/シェア】機能で

カテゴリーによって分類できるようになります。 

 
 

 

Step4: サウンドの設定 
以下の通り、録画の音量（キャプチャーデバイスなどの「ソース音声」、「マイク音」など）の調整やプレビュー音声 
（自分が聞いている音）のON/OFFの設定ができます。 
また、「ミキサー」のアイコンをクリックすれば、マイクの追加、再生/録音音声に関する詳細設定を行うことがで
きます。 

※録画中でもサウンドの設定を変更することができます。 
 
【① サウンド設定の見方】 
 

 

① ソース音声 
・（PC音声）PCで流れるシステム音（アプリ、ゲーム、メディアプレイヤー、ブラウザなど） 

・キャプチャーデバイスの入力音声（ゲーム機/ビデオカメラ/映像機器からの出力音声） 

② マイク音 
・マイク音 

・他のサウンドデバイスの音声 

③ 

プレビュー音声（キャプチャーデバイス/動画/マイクの音声など）のミュートをON/OFFにします。 
※ソース音声を聞かない場合は、プレビュー音声をミュートにしてください（ソース音声をミュートします）。 
※プレビュー音声をミュートにしても、正常に録音ができます（録音に影響しません）。 
※PC音声のプレビューをミュートすることができません。 

 
 
 
 



【② 音量調整/ミュートの方法】 
 

 

「ソース音声」、「マイク音」のアイコンをクリックして、ミュートのON/OFFを切り替えます。 
 

  



 

【③ ミキサー】 
 
画面の説明 
 

 

1 ソース音声 

PC＆キャプチャーデバイス＆動画などのソース音声 
・PCで流れるシステム音（アプリ、ゲーム、メディアプレイヤー、ブラウザなど） 
・キャプチャーデバイスの入力音声（ゲーム機/ビデオカメラ/映像機器からの出力音声） 

・（※マルチモードを利用する場合）動画の音声 

2 マイク音 
・マイク音 

・他のサウンドデバイスの音声 

3 

プレビュー音声（キャプチャーデバイス/動画/マイクの音声など）のミュートをON/OFFします。 
※ソース音声を聞かない場合は、プレビュー音声をミュートにしてください（ソース音声をミュートします）。 
※プレビュー音声をミュートにしても、正常に録音/配信ができます（録音/配信に影響しません）。 

※PC音声のプレビューをミュートすることができません。 

 
  



１．ソース音声の設定 
 

 

1-1 音声の再生 
・キャプチャーデバイスの音声の再生をON / OFF 

（ON = 再生 OFF = 再生しない） 

1-2 デバイス音

声の設定 

（※GC550、AVT-C875を使用する場合） 
キャプチャーデバイスの音声入力ソースを選択します。 

1-3 
（※AVT-C878を使用する場合） 
「詳細設定」の歯車アイコンをクリックすれば、デバイス音声を設定することができます。 

2 音量 

・PC / キャプチャーデバイスの録音/配信音声の大きさ（音量）を調整します。 
・PC / キャプチャーデバイスの音声の録音/配信をON / OFF 

（ON = 音声を録音/配信 
OFF = 音声を録音/配信しない ＆ PC音声以外のソース音声を再生しない） 

3 

・ソース全体のミックス音声の録音/配信音声の大きさ（音量）を調整します。 
・ソース全体のミックス音声の録音/配信をON / OFF 

（ON = ミックス音声を録音/配信 
OFF = ミックス音声を録音/配信しない ＆ PC音声以外のソース音声を再生しない） 

4 音声遅延 

ソースの音声を遅延させます。 
・ソースの種類により、映像・音声に合わせない場合は、「音声遅延（ms）」に数字を入力し、ソース

機器の音声を遅延させることができます。 
・ms = ミリ秒 

 

AVT-C875の場合 



設定例: 
１） キャプチャーデバイスの音声のみ録音/配信する場合 
 

 

ソース音声 音声を再生 音声を録音 

① PC 音 声 
N/A 

（設定不可） 

 

② キャプチャー音声 ✔ ✔ 

 

２） PC音声のみ録音/配信する場合 
PC音声＝PCで流れるシステム音（アプリ、ゲーム、メディアプレイヤー、ブラウザなど） 

 

 

ソース音声 音声を再生 音声を録音 

① PC 音 声 
N/A 

（設定不可） ✔ 

② キャプチャー音声 
✔ 

（再生しない） 
 

 

または、 
 

ソース音声 音声を再生 音声を録音 

① PC 音 声 
一 

（設定不可） ✔ 

② キャプチャー音声   

 

 

 

 



３） キャプチャーデバイス＆PCの音声を同時に録音/配信する場合 
 

 

ソース音声 音声を再生 音声を録音 

① PC 音 声 
一 

（設定できない） ✔ 

② キャプチャー音声 ✔ ✔ 

 

※キャプチャーデバイス&PC音声（PCで流れるシステム音）を同時に録画して、録画した音声に異常があったり、ノイズが発生したりする 

場合は、下図３パターンのように「音声を再生」（もしくは「音声プレビュー」）を消音してください。 

※（キャプチャーデバイスの）パススルー出力をしている場合、PCとTVの両方から音声が出て、音声が二重に聞こえる状態になる場合は、
以下の図のように「音声を再生」（もしくは「音声プレビュー」） を消音してください（PCから出ているゲーム音をミュートにします）。 

 

または、 
 

 

または、 
 

 



２．マイク音の設定 
 

 

1 マイク / サウンドデ

バイスの追加 

マイク / サウンドデバイス（例:サウンドボード、キャプチャーデバイスの音声入力端子、Webカメラのマイ
クなど）を選択して追加します。 
※マイク / サウンドデバイスを複数指定することができます。 

2 音量 

・マイク / サウンドデバイスの録音/配信音声（音量）の大きさを調整します。 
・マイク / サウンドデバイスの音声の録音/配信をON / OFF 

（ON = 音声を録音/配信 
OFF = 音声を録音/配信しない ＆ マイク / サウンドデバイスの音声を再生しない） 

3 音声の再生 
・マイク / サウンドデバイスの音声の再生（例:マイクの音声を聞く）をON / OFF 

（ON = 再生 OFF = 再生しない） 

4 音声遅延 

マイク / サウンドデバイスの音声を遅延させます。 
・この機能は、一定程度の遅延があるキャプチャーデバイス（例:AVT-C875）を使用している場合

に、ゲームの映像・音声に合わせてマイク音（自分の声）を遅延させる目的で使用します（例えば、
マイクの音がゲームの音よりも早い場合は、 
マイク音をゲームの音に合わせてマイク音を遅延させてタイミングを合わせてから、録画・配信を行います）。 

・ソースの種類により、映像・音声に合わせない場合は、「音声遅延（ms）」に数字を入
力し、マイク音を遅延させることができます。 

・ms = ミリ秒 

5 

・マイク / サウンドデバイス全体のミックス音声の録音/配信音声の大きさ（音量）を調整します。 
・マイク / サウンドデバイスのミックス音声の録音/配信をON / OFF 

（ON = ミックス音声を録音/配信 
OFF = ミックス音声を録音/配信しない ＆ マイク / サウンドデバイスの音声を再生しない） 

6 マイク / サウンドデバイスの音声を別のmp3ファイルとして保存します。 

7 
マイク / サウンドデ

バイスの削除 マイク / サウンドデバイスを選択して、「ゴミ箱」のアイコンをクリックして削除します。 

 



STEP5: 録画の開始・終了 
準備が完了したら、録画ボタン若しくはキーボードのシュートカットキーを押します。録画を終終
了する場合は、録画ボタン若しくはキーボードの同じキーを再度押します。 

※保存した録画ファイルを確認する場合は、メインメニューで 
【ファイル管理/シェア】を選んで、録画ファイルを確認/管理/シェアできます。 

※録画中にスナップショット（静止画）を撮ることができます。 
 

 

  



           3-3. ライブ配信の手順（シングルモード）         
 

 

STEP1: シングルモード（Single）を選択 
メインメニューで【録画/ライブ配信】を選びます。録画/ライブ配信のメニュー表示から、【シングルモード

（Single）】のアイコンを選択します。 
 

 

 
 
 



STEP2: キャプチャーデバイスの選択/設定 
接続中のキャプチャーデバイスの一覧から、ご使用のキャプチャーデバイスを選択します。[ペン]の
アイコンをクリックすると、キャプチャーデバイス  を設定することができます。 
STEP3: 配信の設定 
【配信】のアイコンを選択します。ライブ配信プラットフォーム（配信サービス）への接続を新規
作成/選択したり、「配信品質（解像度、FPS、ビットレート  など）」、「コーデック」を設定
したりします。 
 

 

配信サービスのアカウントについて 

『RECentral』のライブ配信モードを利用するには、使用する配信サービスのアカウントが必要です。 
利用する配信サービスを、「Twitch」、「YouTube Live」、「Facebook」などの配信サービス、若しくは
「RTMP」（RTMP、Stream Keyを入力できます）から選びます。 
 

 

 

 

 

 

 



・配信プラットフォームのアカウントの選択（既に設定済みの配信プラットフォームがある場合） 

▼でメニューを開いてアカウントを選択します。 
 

 

・配信プラットフォーム（配信サービス）のアカウントの新規作成 

配信サービスのアカウントを新規作成する場合は、[+]のアイコンをクリックします。 
 

・配信プラットフォームのアカウントの設定（解像度/FPS/ビットレートなど） 

▼でメニューを開いてアカウントを選択して、[ペン]のアイコンをクリックします。 
 

 

・配信プラットフォームのアカウントの削除 

▼でメニューを開いてアカウントを選択して、[ゴミ箱]のアイコンをクリックします。 
 

 
 

【ライブ配信プラットフォーム、配信品質の設定方法】 
各配信サービスの配信手順や設定方法は該当ページをご参照ください: 
  



 

【コーデックの設定方法】 

 

STEP4: 自動録画機能の設定 
配信内容を自動的に録画して保存したい場合は、「自動録画機能を有効にする」にチェックを入
れてください。 
また、配信と録画の画質を別々で設定することが可能です。例えば、以下の図 のようにニコニコ生
放送に低画質で配信をしながら、高画質で動画をバックアップすることが可能です。 
 

 

※ 「録画品質と同じ」を選択する場合は、【録画】で設定した解像度/FPS で配信の録画（バックアッ 
プ）が行われます。 

※ 保存した録画ファイルを確認する場合は、メインメニューで【ファイル管理/ シェア】を選んで、録画ファイ 
ルを確認/管理/シェアするこができます。 

 
STEP5: サウンドの設定 
配信/録画の音量（キャプチャーデバイスなどの「ソース音声」、「マイク音」など）の大きさを調整する
ことやプレビュー音声（自分が聞いている音）のON/OFFを設定することができます。 
また、「ミキサー」のアイコンをクリックすれば、マイクの追加、再生/配信音声に関する細かい設
定を行うことができます。 
 
※ライブ配信中でもサウンドを設定することができます。 

  



STEP6: 配信の開始・終了 
準備が完了したら、配信ボタン若しくはキーボードのシュートカットキーを押します。配信を終了する場合は、
配信ボタン、または、キーボードの同じキーを再度押します。 
 
※ライブ配信中では、[リンク]のアイコンをクリックすると、ブラウザが立ち上   がり、現在中継中のライブ配
信ページ（YouTube Studioなど）に遷移します。 
※ライブ配信中にスナップショットを撮ることができます。 
 

 
  



配信アカウントの設定方法について 
設定は、配信アカウントの追加、配信プラットフォームへのログイン、画質などの配信設定、配信開始の順番
で実行します。以下は例としてTwitchを使用して配信を行う場合の設定です。 
 
Step1: アカウント設定の作成 
 

『RECentral』で【配信】のアイコンを選択します。 
「ライブ配信プラットフォーム」で[+]のアイコンをクリックし、「Twitch」を選択します。 
「次へ」をクリックすると、Twitchの認証ページが立ち上がります。ユーザー名とパスワードを正しく入力して、
「ログイン」をクリックします。 

 

 

 

二段階認証を設定している場合は二段階認証も行ってください。 

 

STEP2: サーバーの設定 
 

ログインに成功すると、下記の画面に切り替わります。サーバーを指定する場合は、【サーバー】の▼でメニュ

ーを開いてサーバーを指定します。 

 
 

   



STEP3: 配信画質の設定 
 

配信画質を設定します。「最高」、「良い」、「標準」を選択するか、これまでに保存した 
設定プロファイルの中から選んで設定に切り替えます。 
「＋」のアイコンをクリックすると、配信品質設定を新規作成することができます。 
（設定出来る項目は次のページの表の通りです）。 
設定が完了したら、【保存】をクリックして終了します。 
「ペン」のアイコンをクリックすると、指定した既存の設定プロファイルの内容を編集することができます。 
「ゴミ箱」のアイコンをクリックすると、指定した既存の設定プロファイルを削除することができます。 
 

 

デフォルト設定 
 

 最高 良い 標準 

映像（解像度） 1920x1080 1280x720 848x480 

フレームレート（FPS） 60 30 30 

映像ビットレート 3.5 Mbps 2 Mbps 1 Mbps 

音声ビットレート 128 kbps 128 kbps 128 

kbps 
 
  



 

配信品質設定 

解像度 

3840x2160、1920x1080、1680x1050、1440x900、 

1360x768、1280x1024、1280x800、1280x768、 

1280x720、1024x768、800x600、848x480、 

768x480、720x576、720x480、640x480、640x360、

576x360 など 

※選択できる解像度は映像ソースにより決まります。 

（キャプチャ可能な最高解像度に設定できない場合もあります） 

映像ビットレート 
4.5、4、3.5、3、2.5、2、15、1、 
0.9、0.8、0.7、0.6、0.5、0.4、0.3 Mbps 

フレームレート 

（FPS） 

60、59.94、50、30、29.97、25、24、23.98、20、15 など 

※選択できるフレームレートは映像ソースにより決まります。 

音声ビットレート 128、96、64、32 kbps 

H.264設定 HIGH、MAIN、BASELINE 

キーフレーム 5、4、3、2、1 seconds 



 
STEP4: 配信の開始/終了 
 

準備が完了したら、配信ボタン若、または、キーボードのショートカットキーを押します。 
配信を終了する場合も、配信ボタン、または、キーボードのショートカットキーを再度押します。 
 

 

使用する配信プラットフォームにより、ストリーミングキーの入力を求められたり、チャットについての設定があっ
たり、それぞれ必要な設定内容が異なる場合があります。 
それぞれの配信プラットフォームの設定手順をご確認の上、設定を行ってください。 
  



                第4章 : キャプチャ―モード                  

              マルチモード（Multi）の使い方                 
 

            4-1. メインメニューの見方（マルチモード）          
 

 

1 機能切替 
【録画/ライブ配信】、【ファイル管理/シェア】、【設定】の３つの機能 
に切り替えて選択します 

2 キャプチャーモード 【シングルモード（Single）、【マルチモード（Multi）の２つのモードから選択します 

3 
シーン 

（マルチモード選択時） 
シーンを選択/追加/削除します 

4 
ソース 

（マルチモード選択時） 

ソース（キャプチャーデバイス、Webカメラ、PC画面、動画、画像、テキスト、 
Webページなど）を選択/追加/設定/削除します 

5 録画/配信ウィンドウ ソースの映像画面を表示します 

6 録画/ライブ配信 【録画】、【ライブ配信】に切り替えて、録画/配信を実行/設定します 

7 ライブ編集ボタン ライブ編集機能を有効/無効にします（※マルチモードを使用する時） 

8 キャプチャーボタン 
・録画/ライブ配信を開始/停止する ・ライブ編集を保存する ・スナップショットを撮る 

 
9 ソース音声調整 

・マイク音声の録音音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の録音音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 
・ソース音声の再生音量を調整するか、若しくは音量のミュートのオン/オフに切り替えます 

10 ミキサー ソース・マイクの音声のミキシングを設定します 

11 フルスクリーン表示に切り替えます 

12 CPUとGPUの使用率やソースのFPS値が表示されます 

13 
・録画/配信ウィンドウのオン/オフ ・ウィンドウをタスクバーに収納/最大化（フルスクリーン表示）します 
・『RECentral』を終了します 



          4-2. 録画・ライブ配信の手順（マルチモード）         
 

 
 

STEP1: マルチモードを選択する 
 

メインメニューで【録画/ライブ配信】を選択し、録画/ライブ配信のメニューが表示で、【マルチモード

（Multi）】のアイコンを選択します。 
 

 

 

 

Step 䏅. 
録画モード→「マ
ルチモード」を選
択します 



STEP2: シーンの選択・管理 
 

使用したい既存のシーンを選択するか、もしくは「シーン」を新規作成します。 

 

STEP3: ソースの選択・管理 
 

シーンを選択してから、ソースを録画/配信ウィンドウに配置します。ソースを追加する場合は、「＋」のアイコンを
クリックして、追加したいソースの種類を選択します。 
「ペン」のアイコンをクリックして指定されたソースを編集します。 

「ゴミ箱」のアイコンをクリックして指定されたソースを削除します。 

 

 

 

 



STEP4: 録画・配信の設定 
 

【A. 録画を行う場合】 

【録画】のアイコンを選択します。「録画品質」、「コーデック」、「カテゴリー」などを設定します。 

 
 

 

【B. 配信を行う場合】 
【配信】のアイコンを選択します。ライブ配信プラットフォーム（配信サービス）を新規作成、または、既存の設
定から選択し、「配信品質（解像度、FPS、ビットレート  など）」、「コーデック」、「自動配信機能」を設定
します。 
 
 

 
 

 

 

 

 



STEP5: サウンドの設定 
 

録画/配信の音量（キャプチャーデバイスなどの「ソース音声」、「マイク音」など）の大きさを調整することや、プレビ

ュー音声（自分が聞いている音）のON/OFFを設定することができます。 
また、「ミキサー」のアイコンをクリックすれば、マイクの追加、再生/録画/配信音声に関する細かい設定を行
うことができます。 
 
※録画/ライブ配信中でもサウンドを設定することができます。 
 

 

STEP6: 録画/配信の開始・終了 
 

【A. 録画する場合】 
準備が完了したら、録画ボタン若しくはキーボードのシュートカットキーを押します。録画を終える場合は、録画

ボタン若しくはキーボードの同じキーを再度押します。 

「録画ボタン」隣の「ライブ編集機能ボタン」をクリックしてONにすれば、ライブ編集機能を有効にします。もう

一度「ライブ編集機能ボタン」をクリックすると、「ライブ編集機能」を無効にします。 
 

※ 保存した録画ファイルを確認する場合は、メインメニューで【ファイル管理/ シェア】を選んで、録画ファイル
を確認/管理/シェアできます。 
※ 録画中にスナップショット（静止画）を撮ることができます。 
 

 

 



【B. 配信する場合】 
 

準備が完了したら、配信ボタン若しくはキーボードのシュートカットキーを押します。配信を終了する場合は、 
配信ボタン若しくはキーボードの同じキーを再度押します。 
 

※ライブ配信中では、[リンク]のアイコンをクリックすると、ブラウザが立ち上がり、現在中継中のライブ配信ページ
（YouTube Studioなど）に遷移します。 
※ライブ配信中にスナップショットを撮ることができます。 
 

 

             4-3. シーン機能＆ソース（PiP機能）            
 

「シーン機能」は、現在の画面を違う画面に一瞬で切り替える機能です。 

ライブ配信を行う際に、事前に配信シーンを設定しておけば、ゲーム画面、Webカメラの画面、PC画面、画

像、動画、テキスト、Webページなどの「ソース」の切り替えをワンクリックだけで、簡単に行えます（視聴者か

らは画面が一瞬で変わったように見えます）。 

各シーンの中で、レイアウトをカスタマイズできるので、自由にお好みのシーンを設定することができます。 

 

 



『RECentral』はピクチャー・イン・ピクチャー（PiP）機能を搭載し、画面の中に、別枠で他の動画や静止

画などのソースを配置することが可能です。 

『RECentral』を使えば、Webカメラ・画像・動画・Webページ・テキストなどをゲーム画面（キャプチャーデ

バイスの映像ソース）に重ねて表示することができ、配信画面を柔軟にカスタマイズできます。 

 

また、RECentral はPC画面のキャプチャーにも対応しておりますので、用途が広がります。 
 

 

  



                 4-4. ソースの操作/設定手順               
 

 
 

STEP1: シーンの選択 / 作成 
 

使用したいシーンを選択するか、若しくは「＋」のアイコンをクリックして、シーンを新規作成します。また、「ゴミ箱」の
アイコンをクリックして指定されたシーンを削除します。 
 



シーンを選択してドラッグ&ドロップして、シーンの並び順序を調整できます。 
 

 

STEP2: シーンの設置 / 管理 
 

プレビュー画面（録画/配信ウィンドウ）に配置したい「ソース」を設置します。「＋」のアイコンをクリックして、
ソースを追加します。 
また、「ペン」のアイコンをクリックして指定されたソースを細かく設定することができます。「ゴミ箱」のアイコンをクリック
して指定された設定プロファイルを削除します。（※PCの負担を軽減できます） 

ソースを非表示にしたい場合は、ソース横にある目のアイコンをクリックすることでソースを非表示にできます

（もう一度目のアイコンをクリックすると、ソースの非表示を解除できます）。 

例えば、ライブ配信の場合は、個人情報を隠したいときにソースを非表示にすることができます（視聴者に

は画面が見えなくなります）。 

 

  



※ソースを１回クリックするとソースの名前欄に文字が入力できる様になり、ソースの名前を変更できます。 
 

 

※ご注意: 
 ソースを多数配置する場合は、パソコンの構成状況により、映像と音声遅延（ラグ、音ズレ）が発生

することがあります。遅延が発生する場合は、各シーンを削除してから再度お試しください。 
 ソースを多数配置する場合は、パソコンの構成状況により、CPU使用率が100%になり、映像全体が

カクカクしたり、ムービーに音ズレが生じたりする場合がありますので、メインメニューの【コーデック】を
「NVIDIA」「AMD」もしくは「QSV（※Intel製CPUのQSVを使える環境であれば）」に変更すること
をお勧めします。 

 
 

STEP3: ソースの管理 
 

『RECentral』のプレビュー画面（録画/配信ウィンドウ）で設置したソースが表示されていることを確認してく
ださい。調整したいソースのオブジェクトを選択して（※選択されているソースは赤い線で囲まれます）、移動、
編集、大きさの変更、前面/背面に移動することができます。 
 

 



                     4-5. ソースの設定                    
 

1. Device（映像ソース:キャプチャーデバイス、Webカメラ）                                  
 

 

１. Device: a. キャプチャーデバイスの場合 
 

※設定可能項目はキャプチャーデバイスの機種・仕様により異なります。 
 

 

1 
 
ソースを選択します 

（キャプチャーデバイス） 

ダウンリストから、接続中のキャプチャーデバイスに切り替えて指定します。 

2 
「再検出」:キャプチャーデバイスの再検出やステータスの更新を実
行します。 

 

3 
映像入力ソース 

（※HDMI&コンポーネント入力端子を搭載する 

機種を選択する場合は、この項目が表示されます。） 

使用するゲーム機・映像機器から、映像をどの端子で出力している
かを選びます。「HDMI」「コンポーネント」  のいずれかを選びます。 

4 名称 ソースのリストに表示される表示名を変更することができます。 



 

5 品質 

（解像度、フレームレート） 

入力されている映像ソース機器（ゲーム機など）の解像度・フレームレート（FPS） が表示され
ます（※品質を改善する場合は、ソース機器側で解像度の設定を変更   してください）。 

 

6 
ビデオフォーマット 
（※一部の機種を選択する場合    

は、この項目が表示されます。） 

キャプチャーデバイスのビデオフォーマット「H.264」/「YUY2」、 

「Motion JPEG（MJPEG）」、「NV12」を変更することができます。 

 
7 

カラー 

（※設定可能項目はキャプチャーデバ

イスの機種・仕様により 異なりま

す。） 

キャプチャーデバイスの映像端子（HDMI/コンポーネント）の色設定を変更することがで
きます。設定できる項目は下記です。 

・色範囲:標準（16-235）、拡張（0-255） 

・色調整:輝度、コントラスト、色合い、彩度 
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FPS表示により、処理落ちしてないか確認できます。FPSが「品質」の値より下がってる（低下してる）場合は、以下の操作を行って
みてください: 
① 起動中のほかのアプリケーション（ゲーム、動画再生ソフト、ブラウザなど）を終了します。 
② 「ビデオフォーマット」を変更します: 

- 「H.264」/「YUY2」を設定している場合: 
「Motion JPEG」若しくは「NV12」を選択してみてください。 

- 「Motion JPEG」若しくは「NV12」を設定している場合: 
「H.264」若しくは「YUY2」を選択してみてください。 

③ （Nvdia GeForceのグラフィックボードを搭載する環境のみ）【NVDIA コントロール パネル】を起動し、 
【3D設定】→【3D設定の管理】→【プログラム設定】の順に選択し、『RECentral』を指定してから 
「高パフォーマンス NVDIA プロセッサ」を設定します。詳しくはこちらへ 

④ （Windows）「コントロール パネル」→「システムとセキュリティ」→「電源オプション」の順をにクリックし、電源プランを「高パフォーマ
ンス」にしてみてください。詳しくは下記のサイトをご参照ください: https://solutions.vaio.com/4 

9 
・設定を保存する場合は、「OK」をクリックします。 

・設定を保存しない場合は、「キャンセル」をクリックします。 

 

  



１. Device: b. Webカメラの場合 
 

※設定可能項目はWebカメラの機種・仕様により異なります。 

 

1 
 
ソースを選択します 

（Webカメラ） 

ダウンリストから、接続中のWebカメラに切り替えて指定しま
す。 

2 「再検出」:Webカメラの再検出やステータスの更新を実行します。 

3 名称 ソースのリストに表示される表示名を変更することができます。 

4 品質（解像度、フレームレート） 
Webカメラの入力解像度、フレームレート（FPS） を設
定することができます。 

5 ビデオフォーマット Webカメラのビデオフォーマットを変更することができます。 

6 映像入力設定 
画像（カラー）の調整、カメラ制御（ズーム）などの設定を変更す
ることができます。 

7 FPS表示により、処理落ちしてないか確認できます。 

8 
・設定を保存する場合は、「OK」をクリックします。 

・設定を保存しない場合は、「キャンセル」をクリックします。 



 

  
 

２．配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y] 
 

 

 



 

3. 映像: 1) 透明度 2) 切り抜き（トリミング） 3) 回転と反転 
 

 

4. フォルター（グレアなどの特殊効果） 
 

 

 

 

 



 

5. 背景除去 
 

「背景除去の方式」にて▼でメニューを開いて「NONE（使用しない）」、「クロマキー（Chrome Key）」

から選択します。 
 

 
 

1) クロマキー（Chroma Key）を選択した場合 
 

ダウンリストから、背景色（緑、赤、青、カスタム）を設定し、許容値を調整します。 
 

 

• クロマキーを使用する場合は、撮影用背景布（グリーンバック/ クロマキーグリーン）を別途設置するこ
とが必要です。 

• Chroma Key（クロマキー / クロマキー合成）に関する詳しい情報は下記のサイトをご参照くださ
い。 

• https://ja.wikipedia.org/wiki/クロマキー 

 

  



 

2. Screen Capture （PC画面）                                                      
 

 
 

① キャプチャ―モード 
 

 

キャプチャー方式を選択します: 
1. フルスクリーン:PC画面（デスクトップ）全体をキャプチャーします。 

2. カスタム:マウスを使って、キャプチャーしたい範囲をドラッグし、範囲指定します。 

 

※ カスタムの場合 

  



 

② 配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y]） 
 

 

③ 映像 （透明度） 
 

  



 

3. Video （動画）                                                                  
 

 
 

 

① 配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y]） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ファイル（動画）の変更 



 

② 映像（透明度） 
 

 

③ 再生（再生区間 / 再生方式の指定） 
 

 

  



 

4. Image （静止画）                                                               
 

 
 

 

① 配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y]） 
 

 

② 映像（透明度） 

 

 

 

ファイル（静止画）の変更 



 

5. Text （テキスト）                                                                 
 

 
 

 

① 配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y]） 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テキストを入力する 



 

② テキスト 

1) フォーマット 
 

 
 

2) アニメーション（スクロール & フェード） 
 

 
 

 
 

  



 

６. Web （Webページ）                                                             
 

 
 

 

① 配置（サイズ[幅/高さ] ＆ 位置[X/Y]） 
 

 

  

アドレスを入力する 



 

② 映像（リサイズ） 
 

 

③ 設定（プログラミングの設定） 
 

 

※ ご注意: 
Webサイトの音声を録画/配信する際は、以下の図のように、「ミキサー機能」を利用して、PC音声の録音
を有効にしてください。 

 

 

 



 

                   4-6. ライブ編集機能                    
 

ライブ編集機能は、録画中の過去の映像を遡って表示・カット編集することのできる機能です。 
※ マルチモードのみ対応。録画モード使用時のみ使用可能な機能です。 

 

※ご注意: 

・「シングルモード」を使用する際は、ライブ編集機能を利用することができません。 

・ライブ配信する場合は、ライブ編集を使用することができません。 

・録画中にスナップショット（静止画）を撮ることができます。 

・ライブ編集機能を有効にする場合は、メインメニューの【コーデック】を「NVIDIA」「AMD」、「QSV

（※Intel製CPUのQSVを使える環境であれば）」に変更することをお勧めします。 

 

【ライブ編集画面の見方】 

 

 

① 始点のタイムマーク 

② 終点のタイムマーク 

③ 作成した動画クリップ（区切り） 

④ 指定した時間 / 現在最新の時間 

⑤ (30）:30秒前に戻る 

(Live）:現在最新の映像画面に戻る 

（はさみ）:タイムマークを付ける 

⑥ SAVE（保存）ボタン、スナップショットボタン 

⑦ ライブ編集の制限時間（HDDの残り残量により計算されます） 

⑧ ライブ編集機能を有効/無効 

  



 

Step １: 
「録画ボタン」隣の「ライブ編集機能ボタン」をクリックしてONにし、ライブ編集機能を有効にします。 

もう一度「ライブ編集機能ボタン」をクリックすると、「ライブ編集機能」が無効になります。 

 

 

※ライブ編集機能が有効になりますと、録画機能を起動してバッファデータを一時保存します。 

バッファデータを一時保存しますので、ライブ編集の制限時間はHDDの残り残量により決められます。 

※ライブ編集機能を有効にすると、録画品質の設定を変更できません。 

※「ライブ編集機能を有効」から「ライブ編集機能を無効」にすると、現在一時保存したバッファデータを 

破棄するかどうか確認が表示されます。 

 

STEP2: 
まず動画に「タイムマーク」を付け、区切りを作成します。 
時間を指定して[ハサミ]のアイコンをクリックして、始点のタイムマークを付けます。 

※ 付けたタイムマークに右クリックすると、マークを消すことができます。 

同じ操作で、終点のタイムマークを付けます。これで区切りを作成して、始点マークと終点マークの間が「クリップ」とな
ります。 
 



 

STEP3: 
クリップを指定してクリックし、クリップを一時削除（カット）することができます（この時点ではまだ削除されま

せん）。一時削除されたクリップをもう一度クリックすると操作を取り消すことができます。 

 

 

STEP:4 
SAVEボタンを押すと、カット編集を行った動画を書き出します。 
保存所要時間は動画の⾧さ/品質やパソコンのパフォーマンスによって変わります。⾧時間、高品質の動
画はファイル容量が大きくなり、より時間がかかります。（中心バーが進行状況を表しています。） 
 

 
動画保存の処理完了後は、付けたタイムマークのみ消す、データ（今まで一時保存された動画データ）を
消す、または、全てのデータを保存する、の何れかを選択してください。 
 

  



 

               第5章: ファイル管理 / シェア                 
 

メインメニューで【ファイル管理/シェア】を選び、ファイル管理/シェアのメニューを表示します。 

 

 

1 カテゴリーや作成日によって分類される動画/静止画ファイルのフォルダ 

2 
動画/静止画リスト（当カテゴリーに分類される動画/静止画ファイル）: 
動画/静止画をダブルクリックして、再生ソフトを起動して再生します。 

3 選択した動画/静止画の情報 

4 選択した動画/静止画をリネーム/カテゴリー変更/削除します。 

 

 
5 

選択した動画/静止画を動画/SNSサイトに共有します。 
※対応する動画/SNSサイト:YouTube（動画/静止画）、

Facebook（動画/静止画）、Twitter（静止画のみ） 
※初めて動画/静止画をシェアする場合は、動画/SNSサイトのアカウントを設定して

認証することが必要です。 
※動画/静止画を毎回に共有する際、情報を入力・設定できます: 

- YouTube:タイトル、説明、タグ、カテゴリー、プライバシー 
- Facebook:説明、共有範囲 
- Twitter:説明、共有範囲 

6 
動画/静止画の共有履歴を確認/消去できます。 
また、アップロード中の動画を中止/再開できます。 

7 動画/静止画リストの表示方法（リスト表示/アイコン表示）を切り替えます。 

8 動画/静止画リストの表示順序（作成日/名前/種類/サイズ/再生時間）を切り替えます。 

9 動画/静止画リストの表示の降順/昇順を切り替えます。 

 



 

                     第6章: 設定                        
 

                 6-1.RECentralの設定                    
 

メインメニューで【設定】を選ぶと、設定画面のメニューが表示されます。 
 

【1. 一般】 
 

 

1 表示する言語を変更します。 

2 【変更】をクリックすると、録画/スナップショット（静止画）ファイルの保存先を設定します。 

 

  

１ 

２ 



 

【2．ショートカットキー】 
 

 
 

 

1 

「録画/配信の開始/停止（保存）」、「マイク録画の開始/停止」、 
「スナップショットの撮影」、「ライブ編集でタイムマークの追加」、 
「ブッシュ・ツー・トーク」の５つのショットカットキーを設定できます。 
 
【デフォルト】ボタンをクリックすると、ショットカットキーの標準設定 
に戻ります。 

 

 
１ 



 

【3. 共有】 
 

 

1 Facebook / Twitter / YouTubeのアカウントを追加/削除します。 

 

【4. 設定・プロファイル】 
 

 

1 
これまでに保存した設定プロファイル（シングルモード、マルチモード） 
をエクスポートします。 

2 別の設定プロファイルを『RECentral』にインポートします。 

 

  

 

 
１ 

１ 

２ 



 

【5. RECentralについて】 
 

 
 

 
1 

『RECentral』のバージョン情報: 
「更新のチェック」をクリックすると、インターネットに接続して 
『RECentral』の更新プログラムの確認が実行されます。 

2 製品ページのQ&Aに飛びます。 

3 ご意見・ご要望を記入してアバーメディアに送信します。 ※次ページ参照 

4 ユーザー体験を向上する「ソフトウエア改善プロジェクト」 
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フィードバック 
 

 
 

レポート 
Webページのお問い合わせフォームを表示します。 
症状、ご使用環境など必要な情報を入力して送信してください。 

ログを作成 
ログを作成ボタンをクリックすると、自動的に不具合の解析に必要なパソコンの情報、問題
発生時の記録、バグレポートなどをまとめたファイルが作成されます。 
ログファイルを作成した後、Webページのお問い合わせフォームから送信してください。 

 

  



 

                6-1.RECentralの設定                    
 

キャプチャーデバイスの映像/音声/機能などを設定します。 ここでは例として、AVT-C878（Live Gamer 

Portable 2）を使用して設定を行います。 
 

 

① HDCPの設定 
 

・HDCP検出機能: 

キャプチャーデバイスの【HDCP検出】をオン/オフにします。 

• iOSデバイス（iPhoneなど）の映像を録画/配信する場合、キャプチャーデバイス側の「HDCP検出機

能」をオフにしてください。 

• PlayStation 4（略:PS4）や、PlayStation5（略:PS5）を録画/配信する場合、PS4側の設

定でHDCP をあらかじめオフにしてください。 
 

  



 

② STARTボタン （AVT-C878 / AVT-C878PLUS のみ） 

 

AVT-C878/AVT-C878 PLUS本体のSTARTボタンの機能を設定します。 

1. RECentralが起動していない場合: 

- シングルクリック:「RECentralを起動します」をON/OFFします。 

2. RECentralが起動している場合: 

-  シングルクリック:設定できる項目は 「録画の開始/停止（保存）」「配信の開始/停止」、 

「スナップショットを撮る」の３つです。 

- ⾧押し:「RECentralを終了する」をON/OFFします。 
 

  



 

③ STARTボタン 
 

・映像設定:カラー、HDCPを設定します。 

・録画品質（単体録画モード）:動画の画質を「良い」、「標準」から選んでください。 

・デバイス音声の設定:デバイスの入出力音声の音量の大きさを調節します。 
 

 
 

  



 

④ デバイス情報 
 

デバイスのドライバー（Driver） / ファームウェア（Firmware）のバージョン情報。 

「更新のチェック」をクリックすると、インターネットに接続して更新プログラムの確認が実行されます。 

  



 

 

                    第7章: その他                        
 

顧客プライバシー保護 
AVerMedia Technologies はお客様との取引やサービスを提供するためにお客様の個人情報を収集
し、その範囲内で収集した個人情報を利用します。 
また、収集したお客様の個人情報は、お客様の承諾を得ない限り、特定の法的要件の下で法令、命令が
あった場合を除き、第三者には提供・開示しません。 

・アバーメディア・テクノロジーズ株式会社（AVerMedia Technologies Inc.） 

Webサイト:https://www.avermedia.co.jp 

 

お問い合わせ 
ご購入前の製品に対するお問い合わせ、その他のご質問、ご購入後の製品の修理と技術的なお問い合わ

せ: 

アバーメディアサポートセンター:AVT.Japan@avermedia.com 

※受付時間:9:00～17:00 月～金曜日（祝祭日を除く） 

※詳しくは AVerMedia 公式サイトの【サポート】 → 【保証について】をご参照ください。 

 

ご注意 
・仕様および外観は製品改良のため、予告なく変更されることがあります。 

・本製品を使用したこと、または使用できないことによって生じるあらゆる直接的・間接的損害に関して、

AVerMedia Technologiesは一切の責任を負いません。 

・本製品で記録したものを、私的な目的以外で著作権者や他の権利者の承諾を得ずに複製・配布・配信

することは著作権法や国際条約の規定により 禁止されています。 

・「AVerMedia」はAVerMedia Technologies, Inc.の商標（または登録商標） です。 

その他、記載されているすべての商標は各社の登録商標または商標です。 
 


